
目
三
一
領
海
侵
犯

領
海
と
は
、
国
の
領
土
及
び
内
水
を
超
え
て
こ
れ
に
接
続
す
る
水
域
で
、
そ
の
国
の
主
権
の
及
ぶ
領
域
の
こ
と
で
あ
り
、

沿
岸
国
は
、
基
線
か
ら
測
定
し
て
一
二
海
里
を
超
え
な
い
範
囲
で
そ
の
領
海
の
幅
を
定
め
る
権
利
を
有
す
る
（
海
洋
法
に
関

す
る
国
際
連
合
条
約
〔
以
下
「
国
連
海
洋
法
条
約
」
と
い
う
。
〕
第
二
条
及
び
第
三
条
）
・
我
が
国
は
、
領
海
及
び
接
続
水

域
に
関
す
る
法
律
第
一
条
第
一
項
に
お
い
て
、
領
海
の
幅
を
一
二
海
里
と
定
め
て
い
る
。
国
の
主
権
は
領
海
に
及
ぶ
が
、
無

害
通
航
権
や
外
国
船
に
対
す
る
管
轄
権
の
点
で
、
領
土
に
対
す
る
主
権
に
比
べ
て
よ
り
強
い
国
際
法
上
の
制
約
を
受
け
る
。

内
水
と
は
、
領
海
の
基
線
の
陸
地
側
の
水
域
で
、
群
島
水
域
を
除
く
も
の
を
い
い
（
国
連
海
洋
法
条
約
第
八
条
第
一
項
）
、

河
川
、
湾
、
港
、
内
海
、
湖
等
が
あ
る
。
内
水
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
沿
岸
国
は
領
土
と
同
様
に
排
他
的
な
主
権
を

行
使
す
る
こ
と
が
で
き
、
領
海
に
お
け
る
よ
う
な
船
舶
の
無
害
通
航
権
は
認
め
ら
れ
な
い
。

三
無
害
通
航
権
と
は
、
船
舶
が
、
沿
岸
国
の
平
和
、
秩
序
又
は
安
全
を
害
す
る
こ
と
な
く
そ
の
領
海
を
通
過
（
内
水
へ
の
出

入
り
の
た
め
の
通
過
を
含
む
。
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
国
際
慣
習
法
上
確
立
し
た
権
利
で
あ
る
。
国
連
海
洋
法
条
約
で
も
こ

の
権
利
が
明
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
（
第
二
部
第
三
節
）
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
国
の
船
舶
は
、
国
連
海
洋
法
条
約

に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
領
海
に
お
い
て
無
害
通
航
権
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
不
必
要
な
停
船
を
せ
ず
、
潜

水
船
は
海
面
上
を
航
行
し
て
旗
を
掲
げ
る
な
ど
、
一
定
の
態
様
に
従
う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

我
が
国
は
、
非
核
三
原
則
を
国
是
と
し
て
い
る
か
ら
、
核
兵
器
を
装
備
し
た
外
国
軍
艦
は
、
国
連
海
洋
法
条
約
第
一
九
条

二
海
洋
は
、
通
常
、
国
家
の
領
域
で
あ
る
広
義
の
領
海
と
公
海
に
二
分
さ
れ
、
広
義
の
領
海
は
、
さ
ら
に
内
水
と
狭
義
の
領

海
（
以
下
「
領
海
」
と
い
う
。
）
に
区
分
さ
れ
る
。

頒
海
侵
犯

一
領
海
侵
犯
と
は
、
無
害
通
航
権
等
の
正
当
な
権
利
が
な
い
の
に
、
沿
岸
国
の
同
意
な
し
に
、
そ
の
領
海
に
入
る
こ
と
を
ぃ

い
（
Ｊ
シ
《
》

で

と
（
ニ
ロ
メ
モ
）
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圏
（
参
照
条
文
）

に
い
う
「
沿
岸
国
の
平
和
、
秩
序
又
は
安
全
を
害
し
な
い
」
場
合
に
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
核
兵
器
を
装
備
し
た

外
国
軍
艦
の
通
航
は
、
無
害
通
航
に
は
当
た
ら
な
い
。

四
領
海
侵
犯
に
対
処
す
る
任
務
は
、
海
上
保
安
庁
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
同
庁
の
任
務
と
さ
れ
て
お
り
、
第
一
次
的
に
は

同
庁
が
こ
れ
に
対
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
と
な
る
が
、
領
海
侵
犯
に
係
る
船
舶
が
暴
力
的
不
法
行
為
に
出
る
等
、
海
上
保
安

庁
の
み
で
は
対
処
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
自
衛
隊
が
、
自
衛
隊
法
第
八
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
海
上
警
備
行
動

○
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
（
平
八
条
約
六
）

第
二
部
領
海
及
び
接
続
水
域

第
二
部
領
海
及

２
沿
岸
国
の
主
権
は
、
領
海
の
上
空
並
び
に
領
海
の
海
底
及
び
そ
の
下
に
及
ぶ
。

３
領
海
に
対
す
る
主
権
は
、
こ
の
条
約
及
び
国
際
法
の
他
の
規
則
に
従
っ
て
行
使
さ
れ
る
。

第
二
条
領
』

１
沿
岸
国
の
主
権
は
、

わ
れ
る
も
の
に
及
ぶ
。 領
海

領
海
侵
犯領

海
侵
犯
の
場
合
に
は
、
領
空
侵
犯
に
対
す
る
措
置
を
定
め
た
規
定
（
自
衛
隊
法
第
八
四
条
）
に
対
応
す
る
規
定
は
設
け

ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
一
定
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
節
総
則

に
出
る
こ
と
に
な
る
。

懲

、
領
海
の
上
空
並
び
に
領
海
の
海
底
及
び
そ
の
下
の
法
的
地
位

は
、
そ
の
領
土
若
し
く
は
内
水
又
は
群
島
国
の
場
合
に
は
そ
の
群
島
水
域
に
接
続
す
る
水
域
で
領
海
と
い

鯵
（
二
口
メ
モ
）
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園
環
礁
の
上
に
所
在
す
る
島
又
は
獄
礁
を
有
す
る
島
に
つ
い
て
は
、
領
海
の
幅
を
測
定
す
る
た
め
の
基
線
は
、
沿
岸
国
が
公
認

す
る
海
図
上
に
適
当
な
記
号
で
示
さ
れ
る
礁
の
海
側
の
低
潮
線
と
す
る
。

こ
の
条
約
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
領
海
の
幅
を
測
定
す
る
た
め
の
通
常
の
基
線
は
、
沿
岸
国
が
公
認
す

る
大
縮
尺
海
図
に
記
赦
さ
れ
て
い
る
海
岸
の
低
潮
線
と
す
る
。

１
海
岸
線
が
著
し
く
曲
折
し
て
い
る
か
又
は
海
岸
に
沿
っ
て
至
近
距
離
に
一
連
の
島
が
あ
る
場
所
に
お
い
て
は
、
領
海
の
幅

を
測
定
す
る
た
め
の
基
線
を
引
く
に
当
た
っ
て
、
適
当
な
点
を
結
ぶ
直
線
基
線
の
方
法
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
三
角
州
そ
の
他
の
自
然
条
件
が
存
在
す
る
た
め
に
海
岸
線
が
非
常
に
不
安
定
な
場
所
に
お
い
て
は
、
低
潮
線
上
の
海
へ
向

か
っ
て
最
も
外
側
の
適
当
な
諸
点
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
直
線
基
線
は
、
そ
の
後
、
低
潮
線
が
後
退
す
る
場
合

に
お
い
て
も
、
沿
岸
国
が
こ
の
条
約
に
従
っ
て
変
更
す
る
ま
で
効
力
を
有
す
る
。

３
直
線
基
線
は
、
海
岸
の
全
般
的
な
方
向
か
ら
著
し
く
離
れ
て
引
い
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
そ
の
内
側
の
水
域
は
、
内
水
と

し
て
の
規
制
を
受
け
る
た
め
に
陸
地
と
十
分
に
密
接
な
関
連
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
領
海
の
幅
を
定
め
る
権
利
を
有
す
る
。

領
海
侵
犯

第
四
条
領
海
の
外
側

領
海
の
外
側
の
限
界
は
、
い
ず

第
五
条
通
常
の
基
線

領
海
の
外
側

第
二
節
領
海
の
限
界

第
三
条
領
海
の
幅

い
ず
れ
の
国
も
、
こ
の
条
約
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
基
線
か
ら
測
定
し
て
十
二
海
里
を
超
え
な
い
範
囲
で
そ

第
七
条
直
線
基
線

第
六
条
礁

で

の
限
界

界
は
、
い
ず
れ
の
点
を
と
っ
て
も
基
線
上
の
最
も
近
い
点
か
ら
の
距
離
が
領
海
の
幅
に
等
し
い
線
と
す
る
。

と
（
二
口
メ
モ
）
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臣
５
直
線
基
線
の
方
法
が
１
の
規
定
に
基
づ
い
て
適
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
特
定
の
基
線
を
決
定
す
る
に
当
た
り
、
そ
の
地
域

に
特
有
な
経
済
的
利
益
で
そ
の
現
実
性
及
び
重
要
性
が
長
期
間
の
慣
行
に
よ
っ
て
明
白
に
証
明
さ
れ
て
い
る
も
の
を
考
慮
に

第
八
条
内
水

１
第
四
部
に
定
め
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
領
海
の
基
線
の
陸
地
側
の
水
域
は
、
沿
岸
国
の
内
水
の
一
部
を
構
成
す
る
。

２
前
条
に
定
め
る
方
法
に
従
っ
て
定
め
た
直
線
基
線
が
そ
れ
以
前
に
は
内
水
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
水
域
を
内
水
と
し
て
取

り
込
む
こ
と
と
な
る
場
合
に
は
、
こ
の
条
約
に
定
め
る
無
害
通
航
権
は
、
こ
れ
ら
の
水
域
に
お
い
て
存
続
す
る
。

６
い
ず
れ
の
国
も
、

こ
と
が
で
き
な
い
。

第
十
八
条
通
航
の
意
味

１
通
航
と
は
、
次
の
こ
と
の
た
め
に
領
海
を
航
行
す
る
こ
と
を
い
う
。

倒
内
水
に
入
る
こ
と
な
く
又
は
内
水
の
外
に
あ
る
停
泊
地
若
し
く
は
港
湾
施
設
に
立
ち
寄
る
こ
と
な
く
領
海
を
通
過
す
る

第
十
七
条
無
害
通
航
権

す
べ
て
の
国
の
船
舶
は
、
沿
岸
国

に
お
い
て
無
害
通
航
権
を
有
す
る
。

沿
岸
国

４
直
線
基
線
は
、
低
潮
高
地
と
の
間
に
引
い
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
恒
久
的
に
海
面
上
に
あ
る
灯
台
そ
の
他
こ
れ
に
類

す
る
施
設
が
低
潮
高
地
の
上
に
建
設
さ
れ
て
い
る
場
合
及
び
低
潮
高
地
と
の
間
に
基
線
を
引
く
こ
と
が
一
般
的
な
国
際
的
承

領
海
侵
犯

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

認
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
節
領
海
に
お
け
る
無
害
通
航

Ａ
・
す
べ
て
の
船
舶
に
適
用
さ
れ

す
べ
て
の
船
舶
に
適
用
さ
れ
る
規
則

篭

他
の
国
の
領
海
を
公
海
又
は
排
他
的
経
済
水
域
か
ら
切
り
離
す
よ
う
に
直
線
基
線
の
方
法
を
適
用
す
る

で
あ
る
か
内
陸
国
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
こ
の
条
約
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
領
海

し

急
（
二
口
メ
モ
）
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團
１
通
航
は
、
沿
岸
国
の
平
和
、
秩
序
又
は
安
全
を
害
し
な
い
限
り
、
無
害
と
さ
れ
る
。
無
害
通
航
は
、
こ
の
条
約
及
び
国
際

法
の
他
の
規
則
に
従
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
外
国
船
舶
の
通
航
は
、
当
該
外
国
船
舶
が
領
海
に
お
い
て
次
の
活
動
の
い
ず
れ
か
に
従
事
す
る
場
合
に
は
、
沿
岸
国
の
平

和
、
秩
序
又
は
安
全
を
害
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。

㈲
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
で
あ
っ
て
、
沿
岸
国
の
主
権
、
領
土
保
全
若
し
く
は
政
治
的
独
立
に
対
す
る
も
の

武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
で
あ
っ
て
、
沿
岸
国
の
主
権
、
領
土
保
全
若
し
く
は
政
治
的
独
立
に
対
す
る
も
の

⑪
内
水
に
向
か
っ
て
若
し
く
は
内
水
か
ら
航
行
す
る
こ
と
又
は
側
の
停
泊
地
若
し
く
は
港
湾
施
設
に
立
ち
寄
る
こ
と
。

２
通
航
は
、
継
続
的
か
つ
迅
速
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
停
船
及
び
投
び
ょ
う
は
、
航
行
に
通
常
付
随
す
る

も
の
で
あ
る
場
合
、
不
可
抗
力
若
し
く
は
遭
難
に
よ
り
必
要
と
さ
れ
る
場
合
又
は
危
険
若
し
く
は
遭
難
に
陥
っ
た
人
、
船
舶

若
し
く
は
航
空
機
に
援
助
を
与
え
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
限
り
、
通
航
に
含
ま
れ
る
。

領
海
侵
犯

(9) (f) (e) (d) (c) (b)(h)
積
卸
し

又
は
そ
の
他
の
国
際
連
合
憲
章
に
規
定
す
る
国
際
法
の
諸
原
則
に
違
反
す
る
方
法
に
よ
る
も
の

兵
器
（
種
類
の
い
か
ん
を
問
わ
な
い
。
）
を
用
い
る
訓
練
又
は
演
習

沿
岸
国
の
防
衛
又
は
安
全
を
害
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
な
情
報
の
収
集
を
目
的
と
す
る
行
為

沿
岸
国
の
防
衛
又
は
安
全
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
宣
伝
行
為

｝
」
．
歩
」
◎

航
空
機
の
発
着
又
は
積
込
み

軍
事
機
器
の
発
着
又
は
積
込
み

沿
岸
国
の
通
関
上
、
財
政
上
、
出
入
国
管
理
上
又
は
衛
生
上
の
法
令
に
違
反
す
る
物
品
、
通
貨
又
は
人
の
積
込
み
又
は

こ
の
条
約
に
違
反
す
る
故
意
の
か
つ
重
大
な
汚
染
行
為

第
十
九
条
無
害
通
航
の
意
味

で

L
（
二
口
メ
モ
）
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臣

第
二
十
一
条
無
害
通
航
に
係
る
沿
岸
国
の
法
令

１
沿
岸
国
は
、
こ
の
条
約
及
び
国
際
法
の
他
の
規
則
に
従
い
、
次
の
事
項
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
領
海
に
お
け
る
無
害

通
航
に
係
る
法
令
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
◎

伽
沿
岸
国
の
通
関
上
、
財
政
上
、
出
入
国
管
理
上
又
は
衛
生
上
の
法
令
の
違
反
の
防
止

２
１
に
規
定
す
る
法
令
は
、
外
国
船
舶
の
設
計
、
構
造
、
乗
組
員
の
配
乗
又
は
設
備
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、

当
該
法
令
が
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
国
際
的
な
規
則
又
は
基
準
を
実
施
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

領
海
侵
犯

伽
漁
獲
活
動

伽
調
査
活
動
又
は
測
量
活
動
の
実
施

㈹
沿
岸
国
の
通
信
係
又
は
他
の
施
設
へ
の
妨
害
を
目
的
と
す
る
行
為

⑩
通
航
に
直
接
の
関
係
を
有
し
な
い
そ
の
他
の
活
動

第
二
十
条
潜
水
船
そ
の
他
の
水
中
航
行
機
器

潜
水
船
そ
の
他
の
水
中
航
行
機
器
は
、
領
海
に
お
い
て
は
、
海
面
上
を
航
行
し
、
か
つ
、
そ
の
旗
を
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

d) (c) (b) (a)㈲
沿
岸
国
の
漁
業
に
関
す
る
法
令
の
違

側
沿
岸
国
の
環
境
の
保
全
並
び
に
そ
の

㈲
海
洋
の
科
学
的
調
査
及
び
水
路
測
量

沿
岸
国
の
漁
業
に
関
す
る
法
令
の
違

海
洋
生
物
資
源
の
保
存

航
行
援
助
施
設
及
び
他
の
施
設
の
保
護

電
線
及
び
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
保
護

航
行
の
安
全
及
び
海
上
交
通
の
規
制

反
の
防
止

沿
岸
国
の
環
境
の
保
全
並
び
に
そ
の
汚
染
の
防
止
、

懲

軽
減
及
び
規
制

霧
（
二
口
メ
モ
）
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目
３
沿
岸
国
は
、
１
に
規
定
す
る
す
べ
て
の
法
令
を
適
当
に
公
表
す
る
。

４
領
海
に
お
い
て
無
害
通
航
権
を
行
使
す
る
外
国
船
舶
は
、
１
に
規
定
す
る
す
べ
て
の
法
令
及
び
海
上
に
お
け
る
衝
突
の
予

防
に
関
す
る
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
す
べ
て
の
国
際
的
な
規
則
を
遵
守
す
る
。

第
二
十
二
条
領
海
に
お
け
る
航
路
帯
及
び
分
離
通
航
帯

１
沿
岸
国
は
、
航
行
の
安
全
を
考
慮
し
て
必
要
な
場
合
に
は
、
自
国
の
領
海
に
お
い
て
無
害
通
航
権
を
行
使
す
る
外
国
船
舶

に
対
し
、
船
舶
の
通
航
を
規
制
す
る
た
め
に
自
国
が
指
定
す
る
航
路
帯
及
び
設
定
す
る
分
離
通
航
帯
を
使
用
す
る
よ
う
要
求

に
対
し
、
船
舶
の
通
借

２
沿
岸
国
は
、
特
に
、
タ
ン
カ
ー
、
原
子
力
船
及
び
核
物
質
又
は
そ
の
他
の
本
質
的
に
危
険
若
し
く
は
有
害
な
物
質
若
し
く

は
原
料
を
運
搬
す
る
船
舶
に
対
し
、
１
の
航
路
帯
の
み
を
通
航
す
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
沿
岸
国
は
、
こ
の
条
の
規
定
に
よ
り
航
路
帯
の
指
定
及
び
分
離
通
航
帯
の
設
定
を
行
う
に
当
た
り
、
次
の
事
項
を
考
慮
す

4領
海
侵
犯

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

表
す
る
。

(d) (c) (b) (a) る外
国
の
原
子
力
船
及
び
核
物
質
又
は
そ
の
他
の
本
質
的
に
危
険
若
し
く
は
有
害
な
物
質
を
運
搬
す
る
船
舶
は
、
領
海
に
お
い

交
通
の
ふ
く
そ
う
状
況

沿
岸
国
は
、
こ
の
条
に
定

こ
の
条
に
定

国
際
航
行
の
た
め
に
慣
習
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
水
路

特
定
の
船
舶
及
び
水
路
の
特
殊
な
性
質

権
限
の
あ
る
国
際
機
関
の
勧
告

第
二
十
三
条
外
国
の
原
子
力
船
及
び
核
物
質
又
は
そ
の
他
の
本
質
的
に
危
険
若
し
く
は
有
害
な
物
質
を
運
搬
す
る

r

め
る
航
路
帯
及
び
分
離
通
航
帯
を
海
図
上
に
明
確
に
表
示
し
、
か
つ
、
そ
の
海
図
を
適
当
に
公

船
舶

L
（
二
口
メ
モ
）
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唇
て
無
害
通
航
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
船
舶
に
つ
い
て
国
際
協
定
が
定
め
る
文
書
を
携
行
し
、
か
つ
、
当
該
国

際
協
定
が
定
め
る
特
別
の
予
防
措
置
を
と
る
。

側
外
国
船
舶
に
対
し
無
害
通
航
権
を
否
定
し
又
は
害
す
る
実
際
上
の
効
果
を
有
す
る
要
件
を
課
す
る
こ
と
。

㈲
特
定
の
国
の
船
舶
に
対
し
又
は
特
定
の
国
へ
、
特
定
の
国
か
ら
若
し
く
は
特
定
の
国
の
た
め
に
貨
物
を
運
搬
す
る
船
舶

に
対
し
て
法
律
上
又
は
事
実
上
の
差
別
を
行
う
こ
と
。

２
沿
岸
国
は
、
自
国
の
領
海
内
に
お
け
る
航
行
上
の
危
険
で
自
国
が
知
っ
て
い
る
も
の
を
適
当
に
公
表
す
る
。

第
二
十
五
条
沿
岸
国
の
保
護
権

１
沿
岸
国
は
、
無
害
で
な
い
通
航
を
防
止
す
る
た
め
、
自
国
の
領
海
内
に
お
い
て
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
沿
岸
国
は
、
ま
た
、
船
舶
が
内
水
に
向
か
っ
て
航
行
し
て
い
る
場
合
又
は
内
水
の
外
に
あ
る
港
湾
施
設
に
立
ち
寄
る
場
合

に
は
、
そ
の
船
舶
が
内
水
に
入
る
た
め
又
は
内
水
の
外
に
あ
る
港
湾
施
設
に
立
ち
寄
る
た
め
に
従
う
べ
き
条
件
に
違
反
す
る

こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
と
る
権
利
を
有
す
る
。

３
沿
岸
国
は
、
自
国
の
安
全
の
保
謹
（
兵
器
を
用
い
る
訓
練
を
含
む
。
）
の
た
め
不
可
欠
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
領
海
内

の
特
定
の
水
域
に
お
い
て
、
外
国
船
舶
の
間
に
法
律
上
又
は
事
実
上
の
差
別
を
設
け
る
こ
と
な
く
、
外
国
船
舶
の
無
害
通
航

を
一
時
的
に
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
停
止
は
、
適
当
な
方
法
で
公
表
さ
れ
た
後
に
お
い
て
の
み
、
効
力
を

を
一
時
鵠

第
二
十
四
条
沿
〕

１
沿
岸
国
は
、
こ
の
条
約
』

て
は
な
ら
な
い
。
沿
岸
国
挫

と
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
条
約
に
沿
岸

領
海
侵
犯

有
す
る
。
第
二
十
六
条
外
国
船
舶
に
対
し
て
課
し
得
る
課
徴
金

鐙

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
領
海
に
お
け
る
外
国
船
舶
の
無
害
通
航
を
妨
害
し

・
沿
岸
国
は
、
特
に
、
こ
の
条
約
又
は
こ
の
条
約
に
従
っ
て
制
定
さ
れ
る
法
令
の
適
用
に
当
た
り
、
次
の
こ

国
の
義
務

鐙
（
ニ
ロ
メ
モ
）
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国
○
領
海
及
び
接
続
水
域
に
関
す
る
法
律
（
昭
五
二
・
五
・
二
法
三
○
）

（
領
海
の
範
囲
）

第
一
条
我
が
国
（

一
条
我
が
国
の

（
基
線
）

第
二
条
管

第

二

条

基

２
前
項
の
中
間
線
は
、
い
ず
れ
の
点
を
と
っ
て
も
、
基
線
上
の
最
も
近
い
点
か
ら
の
距
離
と
、
我
が
国
の
海
岸
と
向
か
い
合

っ
て
い
る
外
国
の
海
岸
に
係
る
そ
の
外
国
の
領
海
の
幅
を
測
定
す
る
た
め
の
基
線
上
の
最
も
近
い
点
か
ら
の
距
離
と
が
等
し

い
線
と
す
る
。

１
外
国
船
舶
に
対
し
て
は
、
領
海
の
通
航
の
み
を
理
由
と
す
る
い
か
な
る
課
徴
金
も
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２
領
海
を
通
航
す
る
外
国
船
舶
に
対
し
て
は
、
当
該
外
国
船
舶
に
提
供
さ
れ
た
特
定
の
役
務
の
対
価
と
し
て
の
み
、
課
徴
金

を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
課
徴
金
は
、
差
別
な
く
課
す
る
。

線
は
、
低
潮
線
、
直
線
基
線
及
び
湾
口
若
し
く
は
湾
内
又
は
河
口
に
引
か
れ
る
直
線
と
す
る
。
た
だ
し
、
内
水
で

あ
る
瀬
戸
内
海
に
つ
い
て
は
、
他
の
海
域
と
の
境
界
と
し
て
政
令
で
定
め
る
線
を
基
線
と
す
る
。

２
前
項
の
直
線
基
線
は
、
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
（
以
下
「
国
連
海
洋
法
条
約
」
と
い
う
。
）
第
七
条
に
定
め
る

前
項
の
直
線
基
線
は
、
海
洋
法
』

・
と
こ
ろ
に
従
い
、
政
令
で
定
め
っ

３
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

た
っ
て
必
要
な
事
項
は
、
政
令
一

附
則

こ
ろ
に
従
い
、
政
令
で
定
め
る

ほ
か
、

領
海
侵
犯

領
海
は
、
基
線
か
ら
そ
の
外
側
十
二
海
国

と
き
は
、
そ
の
超
え
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
中
間
線

る
と
き
は
、
そ
の
線
）
と
す
る
。
）
ま
で
の
海
域
と
す
る
。

基
線
か
ら
そ
の
外
側
十
二
海
里

。

で

第
一
項
に
規
定
す
る
線
を
基
線
と
し
て
用
い
る
場
合
の
基
準
そ
の
他
基
線
を
定
め
る
に
当

政
令
で
定
め
る
。

の
線
（
そ
の
線
が
基
線
か
ら
測
定
し
て
中
間
線
を
超
え
て
い
る

部
分
に
つ
い
て
は
、
中
間
線
（
我
が
国
と
外
国
と
の
間
で
合
意
し
た
中
間
線
に
代
わ
る
線
が
あ

リ

(‐
（
二
口
メ
モ
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臣
第
八
二
条
長
官
は
、
海
上
に
お
け
る
人
命
若
し
く
は
財
産
の
保
謹
又
は
治
安
の
維
持
の
た
め
特
別
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、

○
自
衛
隊
法
（
昭
二
九
・
六
・
九
法
一
六
五
）

第
二
条
海
上
保
安
庁
は
、
法
令
の
海
上
に
お
け
る
励
行
、
海
難
救
助
、
海
洋
の
汚
染
の
防
止
、
海
上
に
お
け
る
犯
罪
の
予
防

及
び
鎮
圧
、
海
上
に
お
け
る
犯
人
の
捜
査
及
び
逮
捕
、
海
上
に
お
け
る
船
舶
交
通
に
関
す
る
規
制
、
水
路
、
航
路
標
識
に
関

す
る
事
務
そ
の
他
海
上
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
事
務
並
び
に
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
事
項
に
関
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
海
上
の
安
全
及
び
治
安
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
。

２
従
来
運
輸
大
臣
官
房
、
運
輸
省
海
運
総
局
の
長
官
官
房
、
海
運
局
、
船
舶
局
及
び
船
員
局
、
海
難
審
判
所
の
理
事
官
、
灯

台
局
、
水
路
部
並
び
に
そ
の
他
の
行
政
機
関
の
所
掌
に
属
す
る
事
務
で
前
項
の
事
務
に
該
当
す
る
も
の
は
、
海
上
保
安
庁
の

所
掌
に
移
る
も
の
と
す
る
。

○
海
上
保
安
庁
法
（
昭
二
三
・
四
・
二
七
法
二
八
）

（
特
定
海
域
に
係
る
領
海
の
範
囲
）

２
当
分
の
間
、
宗
谷
海
峡
、
津
軽
海
峡
、
対
馬
海
峡
東
水
道
、
対
馬
海
峡
西
水
道
及
び
大
隈
海
峡
（
こ
れ
ら
の
海
域
に
そ
れ

ぞ
れ
隣
接
し
、
か
つ
、
船
舶
が
通
常
航
行
す
る
経
路
か
ら
み
て
こ
れ
ら
の
海
域
と
そ
れ
ぞ
れ
一
体
を
な
す
と
認
め
ら
れ
る
海

域
を
含
む
。
以
下
「
特
定
海
域
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
は
通
用
せ
ず
、
特
定
海
域
に
係
る
領
海
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
基
線
か
ら
そ
の
外
側
三
海
里
の
線
及
び
こ
れ
と
接
続
し
て
引
か
れ
る
線
ま
で
の
海
域
と
す
る
。

３
特
定
海
域
の
範
囲
及
び
前
項
に
規
定
す
る
線
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
。

領
海
侵
犯

（
海
上
に
お
け
る
警
備
行
動
）

（
任
務
）

鶴

轡
（
二
口
メ
モ
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園
（
質
問
主
意
書
・
答
弁
書
）

（
国
会
答
弁
例
）

○
小
泉
委
員
領
海
及
び
接
続
水
域
に
関
す
る
条
約
の
質
疑
の
過
程
に
お
い
て
、
次
の
三
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
思
い
ま
す

一
に
つ
い
て

領
海
侵
犯

内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
自
衛
隊
の
部
隊
に
海
上
に
お
い
て
必
要
な
行
動
を
と
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
核
装
備
を
有
す
る
米
軍
艦
の
我
が
領
海
の
通
過
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
、
い
わ
ゆ
る
安
保
国
会
当
時
か
ら
そ
の
よ
う
な

通
過
が
一
般
国
際
法
上
の
無
害
通
航
に
該
当
す
る
場
合
に
は
事
前
協
議
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
て

い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
三
年
の
国
会
に
お
い
て
領
海
及
び
接
続
水
域
に
関
す
る
条
約
に
つ
い
て
審
議

が
行
わ
れ
た
際
、
国
会
に
お
け
る
論
議
、
当
時
政
府
が
政
策
と
し
て
打
ち
出
し
た
非
核
三
原
則
等
を
踏
ま
え
て
、
一
般
国

際
法
上
の
無
害
通
航
制
度
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
た
結
果
、
政
府
は
、
核
装
備
を
有
す
る
外
国
軍
艦
の
我
が
領
海
の
通

過
は
無
害
通
航
と
は
認
め
な
い
と
の
考
え
方
を
昭
和
四
十
三
年
四
月
十
七
日
衆
議
院
外
務
委
員
会
に
お
い
て
政
府
統
一
見

解
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
統
一
見
解
以
後
は
、
核
装
備
を
有
す
る
米
軍
艦
の
我
が
領
海
の
通
過
は
無
害
通
航
に
該

当
せ
ず
、
核
の
持
込
み
と
い
う
観
点
か
ら
事
前
協
議
の
対
象
と
な
る
と
い
う
の
が
、
政
府
の
見
解
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日
参
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
け
る
政
府
統
一
見
解
に
お
い
て
も
明
ら
か
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

で

（
昭
五
六
・
五
・
二
九
対
楢
崎
弥
之
助
・
衆
）

一

衆
・
外
務
委
昭
四
三
・
四
・
一
七

三
木
外
務
大
臣
答
弁

(‐
（
二
口
メ
モ
）
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豊

溌
峨
緋
墹
・
剛
螺
噌
輪
鯉
一
・
毅
一
壱

○
薗
村
政
府
委
員
い
ま
先
生
か
ら
お
尋
ね
が
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う
に
、
ま
ず
私
ど
も
は
海
上
保
安
庁
法
の
第
二
条
で
、
領
海

警
備
に
つ
い
て
責
任
を
負
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
実
際
領
海
警
備
に
つ
い
て
ど
う
い
う
法
規
で
取
り
締
ま
り
を
現
状
で
や

っ
て
お
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
領
海
条
約
で
無
害
通
航
権
と
い
う
も
の
が
一
般
に
外
国
の
船
舶
に
も
認
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
無
害
通
航
に
違
反
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
沿
岸
国
と
し
て
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
海
上
保
安
庁
法
に
基
づ
い
て
立
ち
入
り
検
査
も
や
り
ま
す
し
、
航
路
の
変

更
も
命
ず
る
、
停
船
も
命
ず
る
、
い
わ
ば
領
海
外
に
退
去
を
求
め
る
こ
と
と
い
う
こ
と
で
現
実
に
や
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か

ら
ま
た
国
内
法
に
違
反
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
当
然
国
内
法
で
、
刑
事
訴
訟
法
に
基
づ
い
て
逮
捕
す
る
と
い
う
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

右
の
三
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
外
務
大
臣
に
あ
ら
た
め
て
所
見
を
伺
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
三
木
国
務
大
臣
．
：
第
二
点
に
つ
い
て
は
、
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
そ
の
他
核
兵
器
を
常
備
し
て
お
る
軍
艦
の
航
行
は
無
害

通
航
と
は
考
え
な
い
。
原
則
と
し
て
こ
れ
を
許
可
し
な
い
権
利
を
留
保
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

る
が
、
な
お
廊

一
、
（
略
）

な
お
外

領
海
侵
犯

三
、
（
略
）

二
、
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
そ
の
他
類
似
の
常
時
核
装
備
を
有
す
る
外
国
軍
艦
の
わ
が
領
海
の
通
航
は
、
第
十
四
条
４
に
い
う
と

こ
ろ
の
、
沿
岸
国
の
平
和
、
秩
序
ま
た
は
安
全
を
害
し
な
い
無
害
通
航
と
は
認
め
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
原
則
と
し
て
こ

れ
を
許
可
し
な
い
権
利
を
有
す
る
。

務
大
臣
に
確
認
を
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

霧

職
（
二
口
メ
モ
）
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ヨ
○
政
府
委
員
（
伊
藤
圭
一
君
）
領
海
侵
犯
に
対
す
る
対
処
の
任
務
と
い
う
の
は
、
海
上
保
安
庁
の
任
務
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し

た
が
い
ま
し
て
、
領
海
侵
犯
の
中
に
、
潜
水
艦
あ
る
い
は
そ
の
他
の
軍
艦
等
に
つ
き
ま
し
て
も
無
害
通
航
と
い
う
の
は
許
さ
れ

て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
潜
水
艦
の
場
合
に
は
、
も
ぐ
っ
た
ま
ま
入
っ
て
く
る
と
い
う
の
は
無
害
通
航
に
当
た
ら
な
い

通
航
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
そ
う
い
う
も
の
に
対
す
る
措
置
と
い
う
の
は
、
海
上
保
安
庁

が
任
務
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
の
問
題
と
し
て
、
そ
れ
で
は
そ
の
も
ぐ
っ
て
き
て
い
る

潜
水
艦
と
い
う
も
の
を
海
上
保
安
庁
が
探
知
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
現
時
点
に
お
い
て
は
そ
の
能
力
と
い

う
も
の
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
私
ど
も
の
方
は
そ
う
い
っ
た
任
務
を
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
か
ら
、
潜
水
艦

の
領
海
侵
犯
に
対
し
て
こ
れ
を
排
除
す
る
と
い
う
こ
と
は
い
た
さ
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
た
と
え
ば
海
上
保
安
庁
が
、

ど
う
も
こ
の
辺
に
潜
水
艦
が
も
ぐ
っ
て
い
る
よ
う
だ
か
ら
現
実
に
お
る
の
か
ど
う
か
探
知
し
て
く
れ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
依

頼
が
あ
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
付
近
で
現
実
に
お
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
、
い
わ
ゆ
る
海
上
保
安
庁
に
情
報
提
供

す
る
と
い
う
形
で
や
る
こ
と
は
あ
り
得
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
政
府
委
員
（
伊
藤
圭
一
君
）
．
：
自
衛
隊
に
正
式
に
平
時
に
お
い
て
与
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
警
察
行
動
の
任
務
と
し
て

は
、
領
空
侵
犯
措
置
と
い
う
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
自
衛
隊
法
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ

と
同
じ
よ
う
な
形
で
領
海
侵
犯
に
対
す
る
措
置
と
い
う
も
の
が
任
務
と
し
て
与
え
ら
れ
て
は
い
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
時
に
お
き
ま
す
自
衛
隊
の
任
務
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
そ
う
い
っ
た
組
織
的
な
暴
力
的
な
行
動
と
い
う
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る

防
衛
出
動
に
至
る
以
前
の
宿
為
と
い
た
し
ま
し
て
、
八
十
二
条
に
基
づ
く
警
備
行
動
と
い
う
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
れ
も
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
ま
し
て
長
官
の
命
令
に
よ
っ
て
そ
れ
を
行
え
る
こ
と
に
な
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
平
時
に
お
き
ま
す
領
海
の
中
の
侵
犯
を
除
去
す
る
活
動
と
い
う
も
の
は
海
上
保
安
庁
が
担
当
い
た
し
て
お
り
ま
し
て
、

領
海
侵
犯

《‐

震
鱸
庁
鯉
一
鶯
一
誌
一

し
（
二
口
メ
モ
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臣

（
参
・
本
会
議
・
二
二
号
九
頁
』

○
須
藤
美
也
子
君
：
．
ま
た
、
核
兵
器
積
載
艦
船
の
我
が
国
領
海
に
お
け
る
無
害
通
航
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
政
府
は
、

我
が
国
の
平
和
と
安
全
に
害
が
あ
り
無
害
通
航
と
は
認
め
な
い
と
答
弁
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
条
約
で
も
、
核
兵
器
積
載
艦
船

の
我
が
国
領
海
通
航
は
、
平
和
、
秩
序
ま
た
は
安
全
に
害
が
あ
る
と
す
る
立
場
に
変
わ
り
は
な
い
は
ず
で
す
が
、
ど
う
で
す
か
。

・
・
・
非
核
三
原
則
を
貫
く
以
上
、
米
軍
を
含
む
す
べ
て
の
核
兵
器
積
載
艦
船
は
我
が
国
領
海
の
無
害
通
航
と
し
て
認
め
な
い

旨
こ
の
本
会
議
場
で
し
か
と
明
言
す
る
よ
う
、
総
理
の
答
弁
を
求
め
ま
す
。

○
国
務
大
臣
（
橋
本
龍
太
郎
君
）
．
：
核
搭
載
艦
に
つ
い
て
の
御
質
問
で
あ
り
ま
す
が
、
我
が
国
は
、
核
搭
載
艦
の
我
が

国
領
海
通
航
は
無
害
通
航
と
は
認
め
な
い
と
の
立
場
を
今
後
と
も
と
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

国
連
海
洋
法
会
議
に
お
け
る
我
が
国
の
姿
勢
に
つ
い
て
の
御
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
我
が
国
の
基
本
政
策
で
あ
る
非

核
三
原
則
を
条
約
の
規
定
と
の
関
係
で
維
持
で
き
な
く
な
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
十
分
な
注
意
を
払
っ
て
こ

の
会
議
に
臨
ん
だ
次
第
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
申
し
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
と
お
り
、
国
籍
に
か
か
わ
ら
ず
核

搭
載
艦
の
我
が
国
領
海
通
航
は
無
害
通
航
と
は
認
め
な
い
と
い
う
立
場
で
あ
り
ま
す
。

塁

そ
れ
に
も
ち
ろ
ん
十
分
協
力
す
る
と
い
う
任
務
は
与
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
私
が
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
情
報
を
提

供
し
た
り
、
あ
る
い
は
向
こ
う
の
依
頼
に
よ
っ
て
そ
の
実
態
を
つ
か
ま
え
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
得
る
と
思
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
そ
の
範
囲
を
出
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

領
海
侵
犯

霧

鳧
龍
勝
一
．
｜
監
一
崖

一
蕊
議
孟
遥
舌

霧
（
二
口
メ
モ
）
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目
○
佐
々
木
（
陸
）
委
員
：
．
自
衛
隊
法
八
十
二
条
の
初
め
て
の
発
動
と
い
う
こ
と
が
先
ほ
ど
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
わ
け
で

す
が
、
こ
の
八
十
二
条
の
発
動
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
一
年
の
四
月
十
七
日
の
参
議
院
の
安
全
保
障
特
別
委
員
会
で
、

か
な
り
き
っ
ち
り
し
た
見
解
を
防
衛
庁
が
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
当
時
の
夏
目
防
衛
庁
官
房
長
で
す
が
、
こ
れ
は
、
前
の
年
に

ソ
連
の
潜
水
艦
が
四
隻
日
本
の
領
海
に
入
っ
て
き
た
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
受
け
て
出
さ
れ
て
い
る
見
解
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
を
読
み
ま
す
。

つ
ま
り
、
も
う
一
回
繰
り
返
し
ま
す
と
、
有
事
が
近
く
な
っ
て
不
審
船
舶
に
よ
っ
て
我
が
方
の
海
上
交
通
が
著
し
く
阻
害
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
だ
と
か
、
海
賊
的
な
行
為
が
頻
発
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
我
が
方
の
国
民
の
生
命
財
産
を
守
る
必

要
が
あ
る
と
き
に
、
海
上
保
安
庁
の
手
に
負
え
な
く
な
っ
た
よ
う
な
事
態
が
あ
る
、
そ
う
い
う
と
き
に
八
十
二
条
が
発
動
さ
れ

る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す

き
の
う
の
場
合
に
は
、
手
に
負
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
っ
た
ら
、
足
が
届
か
な
い
と
か
油
が
切
れ

た
と
か
い
う
話
で
あ
り
ま
し
て
、
と
て
も
こ
う
い
う
事
態
で
は
な
い
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
が
、
防
衛
庁
長
官
、
こ
の
見
解
と

昨
年
の
ソ
連
の
潜
水
艦
が
領
海
を
侵
犯
し
た
件
に
つ
い
て
は
、
い
ま
御
指
摘
の
よ
う
に
八
十
二
条
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
出

な
か
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
第
一
義
的
に
、
領
海
侵
犯
、
こ
う
い
っ
た
海
上
に
お
け
る
警
察
行
動
に
つ
い
て

は
海
上
保
安
庁
の
任
務
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
が
自
衛
隊
法
八
十
二
条
で
規
定
し
て
お
り
ま
す
と
こ
ろ
の
海
上
に
お

け
る
警
備
活
動
と
い
う
の
は
、
先
ほ
ど
防
衛
局
長
が
る
る
述
べ
た
よ
う
に
、
有
事
が
近
く
な
っ
て
、
海
上
に
お
け
る
不
審
船

舶
に
よ
っ
て
わ
が
方
の
海
上
交
通
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
、
あ
る
い
は
海
賊
的
な
行
為
が
頻
発
す
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
わ
が
方
の
国
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
必
要
が
あ
る
と
き
に
、
海
上
保
安
庁
の
手
に
負
え
な
く
な
る
よ
う
な
事

態
に
、
内
閣
総
理
大
臣
の
命
令
を
受
け
て
出
動
す
る
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
先
般
の
領
海
侵
犯
が
た
ま
た
ま
あ
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
さ
ま
そ
う
い
う
も
の
が
発
動
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん

と
い
う
見
解
を
明
確
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

領
海
侵
犯

で！

(‐
（
二
口
メ
モ
）
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星
○
野
呂
田
国
務
大
臣
・
・
・
海
上
に
お
け
る
警
備
行
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
官
に
は
、
警
察
官
職
務
執
行
法
七
条
、
こ
れ
は

武
器
の
使
用
の
規
定
が
準
用
さ
れ
ま
す
が
、
同
条
の
要
件
に
該
当
す
る
限
り
に
お
い
て
、
船
舶
の
航
行
を
不
能
に
す
る
射
撃
を

実
施
す
る
こ
と
は
法
律
的
に
は
可
能
で
あ
る
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
航
行
を
不
能
に
す
る
射
撃
に
伴
い
、
今
局
長
か
ら
も
答
弁
し
た
と
お
り
、
船
体
の
み
な
ら
ず
人
に
も
危
害

を
与
え
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
は
、
正
当
防
衛
や
緊
急
避
難
等
の
危
害
許
容
要
件
に
該
当
す
る
場
合
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、

こ
う
い
う
ふ
う
に
解
釈
し
て
お
り
ま
す
。
・
・
・

昨
日
来
の
行
動
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
野
呂
田
国
務
大
臣
今
、
委
員
が
挙
げ
ら
れ
た
答
弁
は
、
防
衛
庁
の
見
解
と
し
て
正
し
い
見
解
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

海
上
保
安
庁
に
お
き
ま
し
て
、
船
足
が
相
手
に
全
く
及
ば
な
い
、
あ
る
い
は
小
型
船
舶
で
す
か
ら
燃
料
が
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
、
こ
う
い
う
事
態
に
な
り
ま
し
て
、
私
ど
も
は
、
こ
の
二
そ
う
の
船
舶
は
大
変
悪
質
そ
の
も
の
で
、
日
本
の
治
安
を
大
変

著
し
く
損
ね
る
事
態
で
あ
る
、
日
本
の
船
舶
の
既
に
廃
船
に
な
っ
た
名
前
を
使
っ
て
詐
称
し
、
さ
ら
に
現
在
別
に
あ
り
ま
す
船

籍
の
名
前
を
勝
手
に
使
っ
て
詐
称
し
て
い
る
、
し
か
も
、
再
三
再
四
こ
ち
ら
が
呼
び
か
け
を
し
、
威
嚇
射
撃
を
し
、
あ
る
い
は

い
ろ
い
ろ
な
手
を
尽
く
し
て
い
る
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
切
無
視
を
し
て
逃
走
を
図
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ

ほ
ど
日
本
の
主
権
を
害
し
治
安
の
維
持
を
阻
害
す
る
も
の
は
な
い
と
い
う
点
で
私
ど
も
は
こ
れ
を
大
変
重
視
し
て
い
る
わ
け
で

あ
り
ま
し
て
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
先
ほ
ど
の
答
弁
の
趣
旨
と
か
な
う
も
の
で
あ
る
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

領
海
侵
犯

鐵

一

繩
蕊
勝
一
竪
逢
｝

、
警
察
官
職
務
執
行
法
七
条
、
こ
れ
は

、
船
舶
の
航
行
を
不
能
に
す
る
射
撃
を

零
（
二
口
メ
モ
）
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三
（
参
考
）

○
我
が
国
の
領
海
及
び
内
水
で
潜
没
航
行
す
る
外
国
潜
水
艦
へ
の
対
処
に
つ
い
て
（
平
八
・
一
二
・
二
四
閣
議
決
定
）

一
防
衛
庁
は
、
我
が
国
の
領
海
及
び
内
水
で
潜
没
航
行
す
る
外
国
潜
水
艦
を
発
見
次
第
速
や
か
に
外
務
省
及
び
海
上
保
安

庁
に
こ
の
旨
を
通
報
し
、
当
該
外
国
潜
水
艦
へ
の
対
処
に
当
た
っ
て
は
、
防
衛
庁
、
外
務
省
及
び
海
上
保
安
庁
は
相
互
に

一
防
衛
庁
は
、
我
が
国
の
領
海
及
び
内
水
で
潜
没
航
行
す
る
外
国
潜
水
艦
を
発
見
次
第
速
や
か
に
外
務
省
及
ひ
梅
上
侮
笈

庁
に
こ
の
旨
を
通
報
し
、
当
該
外
国
潜
水
艦
へ
の
対
処
に
当
た
っ
て
は
、
防
衛
庁
、
外
務
省
及
び
海
上
保
安
庁
は
相
互
に

領
海
侵
犯

緊
密
に
調
整
し
、
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

二
内
閣
総
理
大
臣
は
、
自
衛
隊
法
第
八
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
衛
庁
長
官
か
ら
、
我
が
国
の
領
海
及
び
内
水
で
潜
没

航
行
す
る
外
国
潜
水
艦
に
対
し
て
海
面
上
を
航
行
し
、
か
つ
、
そ
の
旗
を
掲
げ
る
旨
要
求
す
る
こ
と
及
び
当
該
外
国
潜
水

艦
が
こ
れ
に
応
じ
な
い
場
合
に
は
我
が
国
の
領
海
外
へ
の
退
去
要
求
を
行
う
こ
と
を
自
衛
隊
の
部
隊
に
命
ず
る
こ
と
に
つ

い
て
の
承
認
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
海
上
に
お
け
る
治
安
の
維
持
の
た
め
必
要
が
あ
り
、
か
つ
、
海
上
保
安
庁

の
み
で
は
当
該
要
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
承
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

で

し
（
二
口
メ
モ
）
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